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問 11 1 F 2 T 3 F 4 T      

 

７ (1) 主要な科学雑誌のほとんどが英語で普及しており、ということは、他言語で書かれた雑誌は幅広い読者に届い

ておらず、国際的な場ではその研究成果が無視されることになる。 

 (2) その結果、絶滅の危機に瀕している多くの希少動物種や孤立した土着文化が、英語による研究では効果的に述

べられていない。 

８ (1) Surprisingly, the light accelerated this ability, allowing chemical compounds to degrade in a few days that 

would have taken centuries to biodegrade naturally.  

(2) In a plot that frequently appears in science fiction, a creature born in a laboratory escapes and threatens 

the earth. In reality, however, such a creature might save the planet. 



講評 

大問数は例年通り８問。出題形式に関しても、マーク式と記述式の併用という形に変更は無かった。過去問を使用し

て出題傾向を十分に研究してきた受験生にとっては、事前に計画していた戦術通りに落ち着いて取り組める出題であ

ったと言える。合格のために必要と考えられる得点は 70点前後。 

 

大問１ 

標準的な長文読解問題。 

“fractal”という見慣れない語がテーマの文章だが、読み進めていくうちに文脈から自ずと判断できる。ほとんどの

設問が、検討すべき段落を指示してくれているので、比較的解きやすい問題である。 

 

大問２ 

標準的な文法問題。 

一部難解な問題も含まれているが、できるだけ高得点をキープしたい。 

 

大問３ 

やや難解な語彙に関する問題。 

見慣れない単語・熟語が出題されていて、戸惑った受験生も多かったかもしれない。分からない場合は、与えられた

英文から推測したいところ。 

 

大問４ 

やや難解な会話文の問題。 

問題文が若干長めだが、必要以上に時間をかけずにスピーディに処理したい。どういう状況下での会話なのかを想像

しながら取り組みたい。 

 

大問５ 

標準的な文整序問題。 

近年の過去問で練習を積んできた受験生にとっては平易な問題であろう。 

 

大問６ 

図表を用いた標準的な空所補充問題。 

落ち着いて取り組めば、それほど苦も無く正解を導けると考えられる。 

 

大問７ 

標準的な下線部和訳問題。 

下線部（１）に含まれる “disseminate” という単語には馴染みが無いかもしれないが、文脈から「～を広める，～

を普及させる」という意味であることを類推したいところである。 

下線部（２）に含まれる “indigenous” という単語も同様に難しく感じた受験生もいたかもしれないが、市販の大

学入試用単語集の一部には掲載されている単語である。 

 

大問８ 

やや難解な下線部英訳問題。 

和文英訳（英作文）で最も大切なのは、日本語の表現を逐語的に英訳しようとするのではなく、文法的ミスのない平

易な表現で無難にまとめあげることである。解答例は、日本語の表現に忠実に英訳したものであるが、もっと簡単な

表現でまとめたとしても、合格点は十分に確保できると思われる。 

 


